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大合理化期チッソ㈱の労使関係：1963－72年（3・完）








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1号給 2号給 3号給 4号給 5号給 6号給 7号給 8号給 9号給







































































850 950 1，050 1，150 1，250 1，350 1，450 1，550 1，650
Ｂ4 1，380 880 980 1，080 1，180 1，280 1，380 1，480 1，580 1，680 1，780
Ｂ3 1，510 1，010 1，110 1，210 1，310 1，410 1，510 1，610 1，710 1，810 1，910
Ｂ2 1，640 1，140 1，240 1，340 1，440 1，540 1，640 1，740 1，840 1，940 2，040
Ｂ1 1，770 1，270 1，370 1，470 1，570 1，670 1，770 1，870 1，970 2，070 2，170






1，470 1，590 1，710 1，830 1，950 2，070 2，190 2，310 2，430
Ｃ2 2，220 1，620 1，740 1，860 1，980 2，100 2，220 2，340 2，460 2，580 2，700
Ｃ1 2，490 1，890 2，010 2，130 2，250 2，370 2，490 2，610 2，730 2，850 2，970






2，130 2，280 2，430 2，580 2，730 2，880 3，030 3，180 3，330
Ｄ2 3，070 2，320 2，470 2，620 2，770 2，920 3，070 3，220 3，370 3，520 3，670
Ｄ1 3，410 2，660 2，810 2，960 3，110 3，260 3，410 3，560 3，710 3，860 3，910




3，060 3，260 3，460 3，660 3，860 4，060 4，260 4，460 4，660
Ｅ1 4，200 3，200 3，400 3，600 3，800 4，000 4，200 4，400 4，600 4，800 5，000






3，620 3，920 4，220 4，520 4，820 5，120 5，420 5，720 6，020
主任2 5，320 3，820 4，120 4，420 4，720 5，020 5，320 5，620 5，920 6，220 6，520

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合 計 535 900
注）新日窒労組（1973）より作成。
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新日窒労組チッソ
?????????????????????
団体交渉
協　議
指　揮 団体交渉
ることにする。
そのためには，まずはそもそも1970年前半の時点において新日窒労組とい
う組合の存在自体がどれほど入り組んだものになっていたのかをふり返って
おかねばならない。
図表22にみるように，1973年2月時点で新日窒労組は，チッソを含めて計
11社に組合員が分属している状態であった。これ自体は，元来はチッソの本
体の中にいた新日窒労組の組合員が会社の合理化・分社化とそれにともなう
配転により，分散を強いられ，それにもかかわらず一つの組合の組合員であ
ることを，母体の組合に残った者も被配転者も双方が強固な団結力をもって
維持しようとした結果である。
このように企業数にして11に分かれた組合の組織単位がそれぞれの会社と，
あらためてどのような労使の協議・交渉制度をつくるかはアプリオリに決
まってくるものではなかった。新日窒労組は，その制度づくりでは，次々と
新たな組織単位ができたわけであるから，人一倍苦労し，力を尽くそうとし
た。
そして結果として，ともあれそれぞれの組織単位とも何らかの協議・交渉
制度を作り上げることに成功した。その点では，初発の形態がいわゆる典型
的な企業別組合から出発した組合であっただけに，柔軟かつ粘り強く制度を
つくったと言ってよい。
図表23に，新日窒労組が1973年時点でチッソ企業集団（水俣周辺に限定し
図23 チッソ企業圏における団体交渉制度図
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たそれに）に対して作り上げていた協議・交渉制度を図示した。
同図をみると，まずはチッソ開発（南九開発）との関係では，新日窒労組
とチッソ開発とが交渉する形をとった。当然チッソもチッソ開発も，独自の
組合との交渉ができるかたちを望んだのであるが，新日窒労組は交渉権を維
持することに成功した。それは，チッソ開発の設立時やそこへの新日窒労組
員の配転の過程に同労組が徹底して関わりをもちつづけたが故の結果であっ
た。
次いで，チッソ開発以外の子会社の交渉制度は，それぞれの会社と新日窒
労組との間の交渉が制度化され，チッソ開発と同様の交渉制度となった。た
だしそこにいたるまでのプロセスは少し異なる。それら子会社の設立当初は，
新日窒労組は，当該の子会社ではなくチッソを交渉相手と指定した。それは，
子会社へのチッソへの統制力に期待し，その責任をチッソが果たすことの確
証を得たいという新日窒労組の意図が働いたからである。その意図が一応満
たされ，具体的には子会社の経営的発展をチッソが保証し，また仮に子会社
が行きづまり人員合理化を余儀なくされた場合は組合員はチッソ本体が引き
取ることが協約化されたことをもって，新日窒労組は各子会社との直接の交
渉を受け入れた。そして，図表23に示したような形ができあがったのである。
ともあれ，1973年時点で以上のようなチッソ企業圏に築かれた新日窒労組
の交渉制度は，その後のチッソや，ひいてはチッソと水俣病問題への労働組
合としての関わりにも影響を及ぼすことになる。
むすび
以上，本稿ではⅠで，チッソの合理化をめぐる労使関係，Ⅱで賃金交渉を
めぐる労使関係をふり返り考察してきた。論文全体の主旨をまとめておきた
い。
チッソは1960年代から70年代劈頭にかけて経営合理化，とりわけ人員合理
化を進めた。それは同社史上空前の規模であり，その過程ではいくたの労使
の対立を引き起こしたが，人員数のうえでは会社の計画したとおりに進んだ。
しかし問題なのは，それが結局，チッソの経営の改善には結びつかなかった
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ことである。1971年度においても収益は回復しなかったのである。この時点
は水俣病裁判の結論は出ておらず，まだ補償関係の経費を計上していない時
期であっても，そのような状態であったのである。その後は，それこそチッ
ソ経営には水俣病関連により課される責務が覆いかぶさってくることになり，
チッソ労使にはさらなる隘路のなかでの対立と舵取りが待っているわけであ
る。これらは次稿の課題となる。
Ⅱで分析した賃金関連については，あくまでも集団的ベースではあるが，
二つの組合の賃上げ幅には差が付けられていなかった。この点は印象にのこ
る。ただし，個別労働者のレベルにおりてみると，二つの組合の組合員には，
査定や等級制度の昇級での差がみられ，一定程度の格差が付けられているの
が実態であった。その後は新日窒労組は，チッソをめぐる社会的環境条件の
変化のなかで，そうした格差是正の運動を課題としてゆくことになる。これ
も次稿の課題である。
（注記）
＊注記中の組合関係資料はすべて熊本学園大学水俣学現地研究センター所蔵のものである。
47）以下の安賃争議の終結時の詳細は富田（2015）を参照のこと。
48）春闘の全般的情勢や経過に関しては，小島（1975），上妻（1976）に負っている。以
下の年次の春闘全般に関する叙述も同様である。
49）チッソの春闘については，新日窒労組のそれについては，同組合新聞「さいれん」，
チッソ労組については，同組合新聞「しんろう」による。特記すべき場合は，それぞれ
の発行年月日を付して注記している。
50）合化労連（1971）388‐389頁。
51）新日窒労組「さいれん」1964年11日。
52）新日窒労組「代議委員会記録」1964年12月9，14，16日。
53）会社と両組合とが約束した1600円の補填は，その後いくつかの経緯により，チッソ労
組にはいち早く払われ，新日窒労組には払われない事態が生じ，「1600円問題」として
地労委も巻き込んだ深刻な係争事に展開してゆく。その詳細は，花田・井上・山本
（2013）第3章を参照せよ。
54）チッソ労組「しんろう」1965年5月23日。
55）合化労連（1971）408‐410頁。
56）同上 412頁。
57）チッソ（2011）304‐307頁。
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58）以下の代議委員会は，新日窒労組「代議委員会記録」の当該日時の記録を参照せよ。
59）新日窒労組「さいれん」1967年6月29日，7月4日参照。
60）チッソ労組「しんろう」1968年3月21日。
61）兵藤（1997）285‐333頁。
62）このようにこの年のチッソ労組の春闘の実際の賃上げ幅は，同組合の要求したものよ
りも大きくなった。それは，会社が二つの組合にそれぞれ別な賃上げ幅を提示しかつそ
れを合意に持ってゆこうとする方針をもっていなかったことによる。そしてこの年は，
提示した額でなければ新日窒労組を説得できないと会社が判断していたと観ることがで
きる。
63）新日窒労組「代議委員会記録」1969年5月26日，5月31日。
64）同上，1971年29日。
65）この1953年の争議は，「身分制撤廃争議」と呼ばれる。詳しくは花田（2015）を参照
せよ。
66）新日窒労組「賃上（職場給）協定書録」による。同資料によれば，この個別昇給に関
わる労使協定の締結日は1954年7月29日である。なお，「個別昇給」という用語は，52
年7月の協定にもみられる。恒常化するのは54年の春季賃上げ（上記7月）からである。
67）この等級制度については，新日窒労組「不当労働行為救済申立書」（1973年10月20日）
による。なお，ここで記したようにこの等級制度は同「申立書」によれば1953年の創設
とされるが，チッソ社史（チッソ（2011）268頁）には創設は翌年の54年と読める記述
がある。
68）「資格制度」については，上記新日窒労組「申立書」（1973年10月20日）による。
69）以下の賃金体系の説明は，チッソ労組「納得のゆく賃金体系をめざし賃金体系の改訂
に取組もう！」（1968年5月）による。なお，下記の賃金の構成要素の構成比は，春闘
時の賃上げ分，すなわちフローにおける構成比であり，賃金総額に占めるそれではない。
70）以下の等級制度については，新日窒労組「不当労働行為救済申立書」（1973年10月20
日）による。
71）ここで言う「最長滞留年数」がいつ定められたかについては，確かな資料がない。注
記67）の「申立書」に，1963年には存在したことをうかがわせる記述がある。
72）新日窒労組「さいれん」1963年4月27日。
73）職能給については，チッソ労組（1968年5月）上掲資料，および新日窒労組「さいれ
ん」1968年5月18日号外，同20日号外による。
74）職能給や1960年代後半からの経営者や組合のナショナルセンターの賃金論や能力観に
関しては石田（1990）第2章，日経連（1969年）を参照せよ。
75）以上は新日窒労組「さいれん」1968年4月，同7月による。
76）以下は，新日窒労組「不当労働行為救済申立書」（1973年10月20日）による。
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